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1 職長の仕事の流れ

こちらのQRコードからも動画を再生できます

https://youtu.be/ipXtEpwzyvk
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1.1 現場の職長に任命される

□ 必要な情報を集めるための第一歩は現場事務所の
 電話番号。

□ 自社の状況を把握する。
（受注・稼働状況、必要な契約情報など）

□ 現場から必要な情報を集める。
（設計図書、計画図、工程表、現場ルールなど）

■設計図書：特記仕様書、標準仕様書、構造図、施工図など

特記仕様書
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1.1 現場の職長に任命される

標準仕様書

構造図
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1.1 現場の職長に任命される

■計画図：仮設計画図、生コン打設計画図、床付計画図、
工程表、揚重計画図など

施工図

仮設計画図
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1.1 現場の職長に任命される

床付計画書

工程表
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1.1 現場の職長に任命される

揚重計画図
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1.1 現場の職長に任命される

・打合せのための準備として収まりの検討、質疑書の作
成、特殊な工法、資材の有無などを確認する。

・上記の情報を基に質疑書を作成し、監督員を通じて設
計監理者へ提出する。

収まり検討図

・必要に応じて現場において打合せ、または施工前協議
を行う。

質疑書
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1.2 加工帳を作成する

質疑回答書、現場打合せを基に加工帳を作成する。
（拾い出し作業）

・現場においては予備も必要な場合もあるが、残りすぎ
には注意する。

加工ルール、加工指示などできるだけ間違いや勘違いを
発生させないような工夫が必要。
（Rの大きさ、寸法の指示、角度の指示、3D表示など）

・加工作業を指示する場合は、搬入日を指示する必要が
ある。

・梱包の方法、員数の指示など細部にわたる。
・一般的に、建築工事と土木工事では作成手順や注意点

が大きく異なる場合が多い。

加工帳
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1.2 加工帳を作成する

加工帳作成時に配筋指示図を作成する。
（配筋指示図を作成してから、加工帳を作る方法は人に
より異なる。）
加工帳に書き込まれている場合もある。

■配筋指示図
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1.3 送り出し教育を行う

現場作業員と運搬作業の運転手に、送り出し教育資料を
基に現場ルール、配筋手順、安全注意事項などを周知す
る。

送り出し教育資料
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1.3 送り出し教育を行う

現場ルール

■現場ルール

搬入経路、作業時間、現場閉所日、立入禁止場所、資料の
扱い、現場一斉清掃、その他近隣協定など
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1.3 送り出し教育を行う

加工帳、図面、配筋指示図などはその配筋場所を任せる
作業員（班長など）に配布し、注意点などを伝える。

作業手順書

■配筋手順

■安全注意事項

現場ルールに重複する場合もあるが、配筋作業を行う上
で特に注意すべき事項は事前に伝えておく。
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1.4 現場打合せの参加

・毎日の現場打合せに参加し、翌日の揚重機の手配、搬
入予定、予定人員、作業進行状況の報告

・設備の要望、配筋乱れが発生しない様に注意を呼び掛
けるなど、特に他業種との調整は重要

現場打合せの参加



15

1.5 人員配置

・会社の規模によってはこの作業を行うための担当者が
いる場合もある。

・現場では工程の流れが変更になる状況がしばしば発生
するため、その都度予定人員を増員させなければいけ
ない状況が多い。

人員配置
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2 一日の仕事の流れ
P.172.1 朝礼参加

P.182.2 現場巡回

P.192.3 配筋検査

こちらのQRコードからも動画を再生できます

https://youtu.be/pBPIvQCONc4
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2.1 朝礼参加

朝礼参加

・朝礼に参加し、作業員の体調を確認する。

・ラジオ体操の指導、声掛け、挨拶の励行などを促す。

・その日の現場の動線や立入禁止場所、作業手順の変更
などを確認し、指示する。

・指示した内容をKYボードなどに記入し、掲示板に表
示する。

・使用工具の点検をする。
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2.2 現場巡回

現場巡回

・各作業箇所の状況や進行度合いの確認を行う。

（揚重状況、搬入状況、高所作業・脚立・立馬作業の状
況、配筋精度の状況など）
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2.3 配筋検査

・配筋検査の立ち合いを行う。

配筋検査

・自主検査資料の作成、チェックシートの作成、検査方
法の提案などを行う。
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3 安全管理

P.213.1 安全管理のポイント

こちらのQRコードからも動画を再生できます

https://youtu.be/OBhbmn7HxuY
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3.1 安全管理のポイント

□ 材料揚重作業においては集積場所の制限荷重を確認し、
バタ角などの置き方にも注意する。

□ 玉掛け作業においては玉掛用具の点検を行い、荷崩れ
の恐れなども十分考慮する。

□ クレーン操作の注意点、リミッターの範囲なども確認
する。

□ 使用する足場は作業前点検を行い、不備などがある場
合は即時監督員に報告する。

□ 上下作業が発生しないように人員配置を行う。

□ 開口養生の確認を行い作業床端部では安全帯が使用で
きる設備が整っているか確認する。

□ 鉄筋の立てかけによる倒壊や、組立の進行による過負
荷にて、瞬時に発生する崩壊などに注意する。

□ 工具類の操作ミスによるケガを考慮し、必要な保護具
を使用させる。



22

4 部下の指導

P.234.1 部下の指導ポイント

こちらのQRコードからも動画を再生できます

https://youtu.be/6AYfezuKWrE
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4.1 部下の指導ポイント

□ 作業員ごとの得意分野（不得意分野）の洗い出しを
行う。ペアの組み合わせにより作業全体をスキルを
アップさせる。

□ 技能資格取得のための指導を行う。

□ やらせる難しさを考慮し、やらせる勇気は必要。間違
いから覚えることは多い。上手くいったら褒める習慣
も必要。

□ 自分が言葉足らずになりやすいので注意する。

□ やる前に考えるようにさせるには、やらせて経験させ
てから考えさせてみる。

□ 技術レベルの存在を意識させ、プライドを持たせてや
る気の向上をはかる。

□ 注意の仕方は状況によって様々なので、考えて行う。

□ 現場の状況を把握し考え、思い込みで指示しない。

□ 他職との対応の仕方、言葉遣いなどに注意を払う。

□ コミュニケーションは仕事以外で生まれやすいのでは
ないか。（レクリエーションなど）

□ 仕事の話はできるだけ作業の中で行う。
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